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(57)【要約】
【課題】　複数のサブラックを積み重ねてラック内に収
納した場合に、下段に配置されたサブラックの熱を上段
に配置したサブラックに影響しないようにし、放熱効果
を向上させることができるサブラックの放熱構造を提供
する。
【解決手段】　複数のサブラックを積み重ねてラック１
０に収納した場合、前面吸気口５から吸気した空気を上
面後方に複数形成した上部排出口４から上面に排出し、
上段のサブラックの底面に上方向に傾きを持って形成さ
れた排熱誘導板７で形成される空間により排出された熱
を後方背面に誘導でき、上段に設置されたサブラックは
下段に設置されたサブラックの熱の影響を受けないよう
にするサブラックの放熱構造である。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサブラックを積み重ねてラックに収納するサブラックの放熱構造であって、
　サブラックの前面に空気を吸気する複数の前面吸気口を設け、
　前記サブラックの上面に熱を排出する複数の上部排出口を設け、
　前記サブラックの底面下部に形成される空間が後方に向かう程に大きくなるよう排熱誘
導板を設けたことを特徴とするサブラックの放熱構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源ユニット、光伝送ユニット等を収納する通信機器のサブラックの放熱構
造に係り、特に、サブラックを複数段積み重ねてラックに収納した場合に放熱効果を有す
るサブラックの放熱構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
［従来の技術］
　従来の通信機器で用いられるサブラックは、電源ユニット、光伝送ユニット等の複数の
ユニットを収納する構造である。
【０００３】
［従来の放熱］
　従来のサブラックにおける放熱について説明する。
　従来のサブラックは、自然空冷方式であり、サブラックの底面に設けられた吸気口から
空気を吸気し、複数ユニットの内部を流れ、サブラックの上面に設けられた排出口から熱
を排出するようになっている。
【０００４】
［関連技術］
　尚、上記従来技術に関連する先行技術として、特開２０００－２７７９５５号公報「電
子機器の冷却構造」（株式会社日立国際電気）［特許文献１］がある。
　特許文献１には、ヒートシンクのフィン先端に両端部がフィンより離反方向に屈曲する
導風カバーを取り付けた電子機器の冷却構造が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２７７９５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来のサブラックの構造では、ラック内に複数のサブラックを積み
重ねて収納した場合、下からの熱の影響で上層部に配置されたサブラック程、高温になっ
てしまうという問題点があった。
【０００７】
　本発明は上記実状に鑑みて為されたものであり、複数のサブラックを積み重ねてラック
内に収納した場合に、下段に配置されたサブラックの熱を上段に配置したサブラックに影
響しないようにし、放熱効果を向上させることができるサブラックの放熱構造を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記従来例の問題点を解決するための本発明は、複数のサブラックを積み重ねてラック
に収納するサブラックの放熱構造であって、サブラックの前面に空気を吸気する複数の前
面吸気口を設け、サブラックの上面に熱を排出する複数の上部排出口を設け、サブラック
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の底面下部に形成される空間が後方に向かう程に大きくなるよう排熱誘導板を設けたこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、サブラックの前面に空気を吸気する複数の前面吸気口を設け、サブラックの
上面に熱を排出する複数の上部排出口を設け、サブラックの底面下部に形成される空間が
後方に向かう程に大きくなるよう排熱誘導板を設けたサブラックの放熱構造としているの
で、複数のサブラックを積み重ねてラックに収納する場合に、前面吸気口から吸気した空
気を上部排出口から上面に排出し、上段のサブラックの底面の排熱誘導板の空間で排出さ
れた熱を後方背面に誘導できるため、上段に設置されたサブラックは下段に設置されたサ
ブラックの熱の影響を受けないようにし、放熱効果を向上できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態に係るサブラックの斜視図である。
【図２】本サブラックの正面図である。
【図３】本サブラックの側面図である。
【図４】排熱ルートを示す図である。
【図５】本実施の形態に係るフル実装を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
［実施の形態の概要］
　本発明の実施の形態に係るサブラックの放熱構造は、サブラックの前面に空気を吸気す
る複数の前面吸気口を設け、サブラックの上面に熱を排出する複数の上部排出口を設け、
サブラックの底面下部に形成される空間が後方に向かう程に大きくなるよう排熱誘導板を
設けたサブラックの放熱構造としているので、複数のサブラックを積み重ねてラックに収
納する場合に、前面吸気口から吸気した空気を上部排出口から上面に排出し、上段のサブ
ラックの底面の排熱誘導板の空間を利用して排出された熱を後方背面に誘導できるため、
上段に設置されたサブラックは下段に設置されたサブラックの熱の影響を受けないように
し、放熱効果を向上できるものである。
【００１２】
［サブラックの構造：図１］
　本発明の実施の形態に係るサブラック（本サブラック）の構造について図１を参照しな
がら説明する。図１は、本発明の実施の形態に係るサブラックの斜視図である。
　本サブラックは、図１に示すように、サブラックの筐体１に、電源ユニット２ａと複数
の通信ユニット（光伝送ユニット）２ｂとが収納され、各ユニットの正面下側には前面吸
気口５が複数設けられ、筐体１の上面後方に上部排出口４が複数設けられ、更に筐体１の
側面にも側面吸気口６が設けられている。
　つまり、本サブラックでは、従来のように、底面に吸気口を備えるのではなく、前面と
側面に複数の吸気口を備えている。
【００１３】
［サブラックの正面：図２］
　次に、本サブラックの正面の構成について図２を参照しながら説明する。図２は、本サ
ブラックの正面図である。
　本サブラックは、図２に示すように、電源ユニット２ａ、複数の通信ユニット（光伝送
ユニット）２ｂが筐体１に収納されており、それらユニットの下側に前面吸気口５が複数
設けられている。
【００１４】
［サブラックの側面：図３］
　次に、本サブラックの側面の構成について図３を参照しながら説明する。図３は、本サ
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ブラックの側面図である。
　本サブラックは、図３に示すように、筐体１の側面下側に２つの側面吸気口６が形成さ
れ、更に、特徴部分として、底面を構成する排熱誘導板７が支点Ｐから後方（図３では右
方向）に対して斜め上方向に傾斜を持たせて形成されている。
　支点Ｐは、側面吸気口６が形成された位置より前方の底面の位置（近傍）となっている
。
【００１５】
　［排熱誘導板７］
　サブラック底面の排熱誘導板７は、下部にスペース（空間）が形成され、後方に向かう
程、スペースが大きくなるような三角錐構造とし、熱を後方に誘導する構造となっている
。
　支点Ｐに対して排熱誘導板７の傾斜角は、１～５°程度で、図３では、２°としている
。
　傾斜角を大きくすれば、熱の排出効果は良くなるが、筐体１内の容量が小さくなるため
、１～５°程度の傾斜角が適正な数値となる。
【００１６】
　尚、図３では、支点Ｐを左側の側面吸気口６の左下に形成したが、図３の中央下側、若
しくはもっと右下側に支点Ｐを形成するようにしてもよい。
　但し、排熱誘導板７の上面にケーブルを配線し、また、別のユニットを載せる場合には
、支点Ｐは中央より左側（前面方向）に設けた方が、スペースが取れるので配線等に便利
である。
【００１７】
［排熱ルート：図４］
　次に、本サブラックの排熱ルートについて図４を参照しながら説明する。図４は、排熱
ルートを示す図である。
　図４では、本サブラックの側面方向から筐体１の内部の排熱ルートについてサブラック
を２段に積み重ねた場合を示している。
【００１８】
　本サブラックの前面吸気口５からルートＲ１で吸入された空気は、ユニットの下側から
上側にルートＲ２で流れ、熱となって筐体１の上部排出口４からルートＲ３として上方向
に排出される。
　また、下段のサブラック上面から排出された熱は、排熱誘導板７が傾きをもって形成さ
れているため、その形成される空間によってサブラック後方の背面にルートＲ４で排出さ
れることになる。
【００１９】
［フル実装：図５］
　次に、本サブラックを複数重ね合わせ、ラックに収納した場合について図５を参照しな
がら説明する。図５は、本実施の形態に係るフル実装を示す概略図である。
　図５に示すように、収納ラック１０に複数のサブラックの筐体１が収納されている様子
を側面から描画したもので、４段のサブラックが積み重ねられている。
【００２０】
　このように、複数段のサブラックが積み重ねられていても、サブラックの上面から排出
された熱は、直近上側のサブラックの底面の排熱誘導板７によって後方（図５では右側）
に排出されるものである。
【００２１】
［実施の形態の効果］
　本サブラックの構造によれば、複数のサブラックを積み重ねてラック１０に収納した場
合、前面吸気口５から吸気した空気を上部排出口４から上面に排出し、上段のサブラック
の底面の排熱誘導板７で排出された熱を後方背面に誘導できるため、上段に設置されたサ
ブラックは下段に設置されたサブラックの熱の影響を受けないため、サブラックの配置に
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【００２２】
［実施の形態のまとめ］
　本発明の実施の形態における特徴部分を、以下まとめる。
［特徴１］
　複数のサブラックを積み重ねてラックに収納するサブラックの放熱構造であって、サブ
ラックの前面に空気を吸気する複数の前面吸気口を設け、サブラックの上面に熱を排出す
る複数の上部排出口を設け、サブラックの底面下部に形成される空間が後方に向かう程に
大きくなるよう排熱誘導板を設けたことを特徴とする。
【００２３】
［特徴２］
　上記サブラックの放熱構造であって、サブラックの側面に側面吸気口を設けたことを特
徴とする。
【００２４】
［特徴３］
　上記サブラックの放熱構造であって、排熱誘導板は、その支点を側面吸気口の前方近傍
底面に設けた場合に、上方向に対して１～５°の傾きを有することを特徴とする。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明は、複数のサブラックを積み重ねてラック内に収納した場合に、下段に配置され
たサブラックの熱を上段に配置したサブラックに影響しないようにし、放熱効果を向上さ
せることができるサブラックの放熱構造に好適である。
【符号の説明】
【００２６】
　１…サブラックの筐体、　２ａ…電源ユニット、　２ｂ…通信ユニット、　４…上部排
出口、　５…前面吸気口、　６…側面吸気口、　７…排熱誘導板、　１０…収納ラック
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